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NEW CROWN
学習活動の重点化等に資する

年間指導計画参考資料
【中学２年】

この資料は，生徒の学びの保障を目的に，教科書の内容から「学校の授業で取り上げることが必要であると考
えられる教材・学習活動」と「学校の授業以外の場での学習が可能であると考えられる教材・学習活動」とに区
別して，学習活動の重点化の観点から単元ごとの配当時数，主な学習活動などをご提案するものです。地域や学
校の状況に応じてご活用ください。
また，以下に示す重点化の考え方によらず，次年度以降を見通した教育課程を編成することも考えられます

（以下の指導計画に沿って指導を行い，年度末段階で指導できなかった内容を次学年に移す）。

平成２８年度版



［４時間］

［１時間］

［１時間］

学校の授業以外の場での学習が可能で
あると考えられる教材・学習活動

◆ p,6, p.8の本文は，新出語句の意味を調べ本文
の概要を把握する。【本文訳は後日配布】
◆ p.6のDrill，p.7の1 Listenは，音声を聞きなが
ら，1年の既習事項を振り返る。【要音源】
◆ p.7の2 Speak，3 Writeは「例」を参照しなが
ら，1年の既習事項を振り返る。
◆ p.9のStep 1と3は会話の音読練習に替える。

◆ p.20の文法のまとめは，解説を参照しながら，
Lesson 2の既習事項を振り返る。

◆ p.20のSoundsは，授業で扱う必要がある。

◆ p.34の文法のまとめは，解説を参照しながら，
Lesson 3の既習事項を振り返る。
◆ p.35のReviewは，解説を参照しながら，既習
事項を振り返る。

［４時間］

［１時間］

［１時間］



［１時間］

［１時間］

［１時間］

［４時間］

［１時間］

学校の授業以外の場での学習が可能で
あると考えられる教材・学習活動

◆ p.40の「英和・和英辞書を活用しよう」は，
解説を参照しながら，英語の学び方を知る。

◆ p.50の文法のまとめは，解説を参照しながら，
Lesson 4の既習事項を振り返る。

◆ p.50のSoundsは，授業で扱う必要がある。

◆ p.66の文法のまとめは，解説を参照しながら，
Lesson 5の既習事項を振り返る。

◆ p.66のSounds 1, 2は，授業で扱う必要がある。

［１時間］

［１時間］

［１時間］



［１時間］

［１時間］

［１時間］

［４時間］

学校の授業以外の場での学習が可能で
あると考えられる教材・学習活動

◆ p.78の文法のまとめは，解説を参照しながら，
Lesson 6の既習事項を振り返る。
◆ p.79のReviewは，解説を参照しながら，既習
事項を振り返る。

◆ p.78のSoundsは，授業で扱う必要がある。

◆ p.84の「いろいろな英語学習法」は，解説を
参照しながら，英語の学び方を知る。

◆ pp.96-97の文法のまとめは，解説を参照しな
がら，Lesson 7の既習事項を振り返る。

◆ p.97のSoundsは，授業で扱う必要がある。

◆ p.108の文法のまとめは，解説を参照しながら，
Lesson 8の既習事項を振り返る。

◆ p.108のSoundsは，授業で扱う必要がある。

［１時間］

［１時間］

［１時間］

［１時間］



［合計 29/93 時間］
［４時間］

学校の授業以外の場での学習が可能で
あると考えられる教材・学習活動

◆ pp.112-115の本文は，新出語句の意味を調べ
本文の概要を把握する。【本文訳は後日配布】

［４時間］

［合計 17/99 時間］

※
年度末の学習内容が指導しきれない場合には，第
2学年のLesson 8（pp.99-107）の8時間分を次年
度に送り，第3学年のLesson 1（pp.6-9）の前に
指導することも考えられる。
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